
【学校の組織的・継続的な取組】 
 

 
【教育委員会による支援・改善】 

 

 
【学校・家庭・地域の連携協力】 

 

 学校として組織的に、今、重点的に取り
組むべきことは何かを把握し、その改善に
取り組むなど。 

 自己評価及び保護者など学校関係者によ
る評価の実施・公表により、適切に説明責
任を果たすとともに、保護者や地域住民か
らの理解と参画を得ながら、学校・家庭・
地域の連携協力による学校づくりを進めま
す。 

 学校・家庭・地域間のコミュニケーショ
ン・ツールとして活用することにより、家
庭や地域に支えられる開かれた学校づく
りを進めていくなど。 

 学校評価の結果を踏まえて、教育委員会
などが、学校に対する支援・改善を行うこ
とにより、教育水準の保証・向上を図りま
す。 

 学校評価の結果を教育委員会に報告す
ることで、課題を共有し、それを踏まえて、
学校への予算配分や人事配置など適切な
支援を行うなど。 

 学校として目指すべき重点目標を設定
し、その達成状況や達成に向けた取組の適
切さ等を評価することにより、組織的・継
続的に学校運営を改善します。 

芦別市における学校関係者評価の取り組みについて 

（１）学校評価とは 

  学校評価の推進を図るため、平成１９年６月に学校教育法、同年１０月に学校教育法施行

規則が改正され、自己評価及び学校関係者評価の実施と公表、評価結果の設置者への報告

が規定されました。 

学校においては、家庭や地域とともに子どもたちを育てていこうという視点に立って、

学校の説明責任と結果責任を果たし、家庭や地域に対して積極的に情報公開を行うととも

に、学校経営についても家庭や地域の願いや思いを把握しながら絶えず見直しを行い、改

善の努力をしていく「開かれた学校」を推進していくとともに、学校の教育活動が、Plan

（企画・立案）、Do（実施・実践）、Check（検証・評価）、Action（改善）のマネジメン

トリサイクルとして確立され、それを常に公開・発信されながら改善・向上を図っていく

ことが大切です。 

このことから、芦別市教育委員会では、学校の教育目標達成に向けて組織的・継続的な

改善を行うこと、児童生徒の幸福の追求に向けて、学校・家庭・地域が連携・協働し開か

れた学校づくりを行うこと及び学校教育の質の保証・向上のために行うことを目的として、

芦別市における独自の「学校評価システム」を構築し、学校評価を推進することといたし

ました。 

学校評価の必要性や芦別市の取り組み内容については次のとおりです。 

 

（２）学校評価の必要性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒がより良い学校生活を送れるよう学校運営の改善と発展を目指す 



Ｐlan 

企画・立案 

●前年度の学校評価の結果・改善方策、児童生徒等から
の意見・要望、アンケート結果などを踏まえ、学校教
育目標設定に反映させます。 

●学校として、精選された具体的かつ明確な学校教育重
点目標を設定します。 

Ａction 

改 善 

 

●学校は、今後の改善方策に基づき、具体的な取組の改
善を図ります。 

●教育委員会は、学校の自己評価及び学校関係者評価の
結果を踏まえて、学校への予算配分や人事配置など、
学校への支援・改善を行います。 

Ｄo 

実施・実践 

●学校教育重点目標の達成を目指し、具体的な取組を進
めます。 

Ｃheck 

検証・評価 

 
●各学校は、学校評価の結果について、それを踏まえた

今後の改善方策と併せて、教育委員会に報告するとと
もに、広く公表します。 

（３）学校評価による改善サイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自己評価】 
●学校教育重点目標の達成状況や達成に向けた取組の

状況を把握・整理し、これまで進めてきた教育活動そ
の他の学校運営に関する取組が適切かどうか等を評
価します。また、その結果を踏まえた今後の改善方策
を検討します。 

（※自己評価書の作成～児童生徒、保護者、地域住民か
らの意見や要望、アンケート結果を活用します。） 

 
【学校関係者評価】 
●学校関係者評価委員会は、教育活動の観察等や資料の

検証を通じて、学校が作成した自己評価の結果及び改
善方策等について評価します。 

（※学校関係者評価書の作成） 

 



（４）芦別市の学校評価組織体制及び活動実績 

 

（組織体制） 

     芦別市教育委員会      

      報告↑↓支援      

            

           

芦別中学校区 

学校関係者評価委員会 

 

 
 

連携・交流  
啓成中学校区 

学校関係者評価委員会 

（委員：７名）    （委員：７名） 

自己評価書提出等↑ 

↓学校訪問、学校関係者評価書提出等 
   

自己評価書提出等↑ 

↓学校訪問、学校関係者評価書提出等 

芦  別

小 学 校 

常  磐

小 学 校 

芦  別

中 学 校 

   上芦別

小学校 

西芦別

小学校 

野花南

小学校 

啓 成

中学校    

           

 
  
  

            

  支援（各学校）↑↓報告（各学校）   

     芦別市教育委員会      

（活動実績） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）自己評価及び学校関係者評価の内容 

 

「芦別中学校区学校関係者評価委員会」 

（第１回）平成２４年５月３１日（木） 

  学校経営の内容について、各校長から説明

を受ける。 

（第２回）平成２４年８月２８日（火） 

  学校訪問を実施。 

（第３回）平成２４年１２月１０日（月） 

各委員の評価活動報告及び評価方法確認。 

（第４回）平成２５年１月２２日（火） 

  各学校から自己評価書の内容説明。 

（第５回）平成２５年１月２９日（火） 

  学校関係者評価書作成協議。 

（提 出）平成２５年２月６日（水） 

  各学校及び教育委員会へ学校関係者評価書

を提出。 

「啓成中学校区学校関係者評価委員会」 

（第１回）平成２４年５月３１日（木） 

  学校経営の内容について、各校長から説明

を受ける。 

（第２回）平成２４年９月１８日（火） 

  学校訪問を実施。 

（第３回）平成２４年９月２４日（月） 

  学校訪問を実施。 

（第４回）平成２４年１２月１０日（月） 

  各委員の評価活動報告。 

（第５回）平成２５年１月２２日（火） 

  各学校から自己評価書の内容説明。 

（第６回）平成２５年２月１日（金） 

  学校関係者評価書作成協議及び最終確認。 

（提 出）平成２５年２月８日（金） 

  各学校及び教育委員会へ学校関係者評価書

を提出。 



 

 各学校から学校関係者評価委員会に対して、平成２５年１月２２日（火）に自己評価書の

提出及び説明がありました。 

 それぞれの学校関係者評価委員会では、学校訪問を行い授業や学校行事等を参観してきた

ことや自己評価書の検証等を行い、各学校の「学校関係者評価書」を作成しました。 

 各学校の自己評価書には、学校の重点目標、本年度の経営方針、自己評価項目（学校経営、

教育課程の編成、生徒指導など）、改善の方策等が記載されており、学校関係者評価としては

学校の自己評価及び改善の取組みが適切かどうかを評価しました。 

 

（５）今後の学校関係者評価について 

 

 各学校においては、自己評価及び学校関係者評価の結果について、学校便り等を通じて保

護者や地域の方々にお知らせすることとなっており、自己評価や学校関係者評価の結果を踏

まえて、次年度の学校運営及び教育活動に反映していきます。 

 芦別市教育委員会では、学校評価の成果が「自主・自立の学校づくり」「児童生徒の学習権

の保障」を大きく前進させて「教師力」「学校力」を高め、学校・家庭・地域が一体となって、

「確かな学力」の確実な定着と「ゆたかな人間性」が育成されることを願っています。 

 

 

 

 


